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オークリーのテクノロジーとデザインの集大成！ テクノロジーとデザインが融合した究極のプロダクト

OAKLEY ELITE COLLECTION を発表

2009年12月2日
オークリージャパン株式会社

http://oakley.jp/

OAKLEY Inc.（米国・カルフォルニア州）は、技術・デザインともにオークリーが持つ全てを注ぎ込んで

創り上げたOakley Elite Collection（オークリーエリートコレクション）を発表しました。1975年の会社創

設以来常に“Technology Wrapped in Art”‐テクノロジーをデザインというアートで包み込む‐というブ

ランド精神を掲げ、機能性とデザイン性、その両方から常識を覆すプロダクトを世に送り出してきた

オークリー。今回リリースするこのコレクションは会社創設以来、約35年に渡ってオークリーが培って

きたその技術とデザインの結晶であり、オークリーの集大成とも言える究極のコレクションとして誕生

しました。単に「より良い製品をつくりたい」という思いを遥かに超えた、熱い情熱から生まれたオーク

リーエリートコレクションには、この世において最高のデザインとテクノロジーを持つプロダクトである

ことを証明するEliteアイコン（ロゴ）が施されており、アイウェア3モデル：Oakley Elite C SixTM（オーク

リーエリートシーシックス）、 Oakley Elite C SixTM Aluminum（オークリーエリートシーシックスアルミニ

ウム）、Oakley Elite Pit Boss（オークリーエリートピットボス）、ウォッチ1モデル：Oakley Elite Time

Bomb®Ⅱ（オークリーエリート タイムボムⅡ）、フットウェア１モデル：Oakley Elite Assault BootTM

（オークリーエリートアサルトブーツ）＊＊の合計5モデルで構成されています。

＊Elite Assault BootTMは日本未発売です。
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世界最高峰のアイウェア製造テクノロジーのすべてを注いで開発されたOakley Elite C Six™（オークリーエリート・シーシックス）。

プロダクト名のC Six™は、周期表で6番目の元素であるCarbon（カーボン）のCとSixth（6番目）のSixをとって名付けられている。

その名が示す通り、Elite Collectionに相応しいフレーム素材としてオークリーが選んだのが超軽量でありながら耐摩耗性や耐熱

性、そして耐久性に優れたカーボンファイバーだった。この素材は加工の難しさと製造コストの高さからアイウェア素材には向か

ないとされていたが、オークリーはカーボンファイバーを多用するF1レースカーのパーツ生産技術において世界的に有名な

Crosby Composites社と組むことでC Six™のフレームパーツの加工を可能にした。カーボンファイバーがもつ硬質性はフィット

が命とも言えるアイウェアフレームには致命的な問題だったが、オークリーはステムの内側に弾性のあるベータチタニウム製の

骨格を配し、頭蓋の形状にフィットするように設計されたパーツを設けることで、カーボンファイバー製でありながら、オークリーの

プロダクトとして申し分のない最高のフィットを生み出すことに成功した。

■価格：¥525,000（本体価格¥500,000) / 2010年発売予定 / 世界限定200本（日本展開数未定）

OAKLEY ELITE C SIX™ ALUMINUM

Elite Collectionの第1弾モデルとなったPIT BOSS（ピットボス）は、超軽量かつ耐久性に優れたオークリーの特許素材O 
Matter®（オーマター）とチタニウムという、同じ性質を持ちながらも、ある意味対極的とも言える異素材を組み合わせることで、

軽量性や耐久性、フィットの良さといったアイウェアとしての高いクオリティだけではなく、異素材が生み出すデザインバランス

も楽しめる。ひと目でオークリーとわかる流線的なデザインのフレームは、高級時計などの精密機器の製造に用いられる

CNC制御（コンピューター数値制御）による精密な製造工程を経て創り上げられた。リム部分に打ち込まれたT5ボルトは優れ

た耐衝撃性能を発揮するだけでなく、存在そのものがこのアイウェアの個性を引き立てている。

■価格：¥94,500 (本体価格 ¥90,000)  / 発売中

OAKLEY ELITE PIT BOSS™ 

OAKLEY ELITE C SIX™ 

Elite C Six AluminumTM（エリートシーシックスアルミニウム）のフレームは周期表で6番目の元素であるカーボンファイバーと13
番目の元素であるアルミニウムから成り、ハンドポリッシュで丁寧に磨き上げられたそのフレームは2つの金属が織り成す独特の

美しい輝きを放つ。高級時計などの精密機器の製造に用いられるCNC制御（コンピューター数値制御）によって精密な加工を製

造工程を経た後、アルマイト処理（陽極酸化処理）を施されたアルミニウムは、ひとつひとつが職人の手によってカーボンファイ

バーと組み合わされる。エルゴノミクス（人間工学）に基づいて設計されたフレームのステムの内側には弾性のあるベータチタニ

ウム製の骨格を配しており、最高のフィットを実現している。

■価格：¥210,000（本体価格¥200,000) / 2010年発売予定 / 世界限定1,500本（日本展開数未定）



OAKLEY PRESS RELEASE

＜掲載紙・誌面でのお問い合わせ先＞
オークリージャパン株式会社

0120-009-146

＜本件に関するお問い合わせ先＞
オークリージャパン マーケティング：大内・竹村

TEL：03-3716-9300 FAX：03-3716-9526

アイウェアにおいて常に業界をリードする技術を生み出すオークリーに絶対的な信頼を置き、兵士の眼を守るギアとしてオーク

リーのアイウェアを標準装備として採用していた米軍から「苛酷な実戦の場において最も危険な任務を遂行する特殊部隊の兵士

達の足を守るフットウェアを開発してほしい」というリクエストを受けて米軍特殊部隊のために開発したSI Assault BootTM。その

SI Assault BootTMが更に進化し、Oakley Elite Assault BootTM（オークリーエリートアサルトブーツ）として生まれ変わった。最前

線で危険な任務を遂行する特殊部隊の兵士のパフォーマンスを最大に引き出すと同時に彼らの足を守るギアとしての役目を果

たすElite Assault BootTMのライナーは、NFPA(National Fire Protection Association:米国防火協会）のテストをクリアした

Carbon X ®を採用しており、その耐火性は1400℃の高熱においても120秒以上も持続する。アッパー素材にはフルグレインレ

ザーとCarbon X ®にメディカルグレードのステンレスを織り合わせた素材を使うことで、兵士の足を守る上で重要となる耐久性と

通気性を同時に両立させている。

■日本未発売

OAKLEY ELITE TIME BOMB®II

Oakley Elite Collection に名を連ねるElite Timb Bomb® Ⅱは、時計を芸術という域にまで高めたオークリーの象徴的かつ

歴史的なプロダクトであるTime Bomb®を再び構造から見直し、誕生から10年の時を経て、Rebornとも言うべき大きな改良

を加えて世に送り出された。25-jewel自動巻きムーブメントに加えてスイスのウォッチメイキングに息づくクラフトマンシップを

色濃く映す、彫刻のように美しい形状のバンドには軽量チタン製プレートを採用。各プレートは個別に連結され、その内側は

オークリーの特許素材Unobtainium®ラバーで覆われている。自動巻きムーブメントは最大38時間まで継続稼動が可能であ

り、ディスプレイを彩るカーボンファイバー製のベゼルは日付のインジケーターと相まってさらに洗練された雰囲気を生み出す。

A/Rコーティングを施したサファイヤガラスの風防がアナログディスプレイを確実に保護し、メカニカルエンジンを確認するため

にケースの裏側に作られたウィンドウにも強度の高い同素材が採用されている。

■価格：¥336,000円（本体価格¥320,000)  / 2010年1月発売予定

OAKLEY ELITE ASSAULT BOOT™
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